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１１月１３日（水），学校薬剤師のＳ．先
生をお迎えし，６年生を対象とした薬物乱用

防止教室を行いました。先生からは，お酒，
たばこ，違法ドラッグは依存性が強く，特に

違法ドラッグは，一度服用すると一生依存す
る気持ちはなくならないことや，知らずに服
用しても罪になることなどを教わりました。

薬と上手に付き合う方法も教えてもらいま
した。薬とは，何かしら身体や気持ちに影響

を与えるものであり，「ありがとう」という
言葉も相手を嬉しい気持ちにするという意味

では，一種の薬だという話が印象的でした。
相手を嬉しい気持ちにする「ありがとう」と
いう薬は大切にしたいですね。

６年生・薬物乱用防止教室

「ありがとう」も薬の一種？

学校生活ア･ラ･カ･ル･ト

１１月８日（木），１年生の子どもたちが
校長室に暗唱を聞いてもらいに来ました。

１０月４日から始まったこの活動も，今回
が４回目です。最初は自信がなさそうに引っ

かかりながら暗唱していた子どもたちも，今
回は，みんな自信をもってスラスラと暗唱で
きました。３月までに１０の文章を暗唱でき

るようになるのが目標です。だんだん難しく
なりますが，七人力を合わせて頑張れ！校長

先生も「こうちょうせんせいにあんしょうを
きいてもらいにきました」という声が，職員

室で響くのをとても楽しみにしています。

1年生・国語科暗唱活動

じょうずにできるかな?

１１月１６日(金)，国際教養大学の2年Ｓ．さん（神奈川県出身），Ｎ．さん（沖縄県出身）

と，地区運動会にも来てくれた１年Ｍ．さん（千葉県出身）が本校を訪れ，5，6年生の外国語活動に

参加してれました。５年生の授業では，自分の考えたメニューを英語で紹介する活動，６年生では，起き

たり学校に行ったりする時間を英語で質問する活動を行いました。３人の堂々と英語で自己紹介する様子

や自分たちから積極的に子どもたちに関わって会話をする様子は，まさに外国語活動で目指す姿でした。

「自分もこうなりたい」と思った子どもも多かったのではないでしょうか。これからも，国際教養大学の

学生や留学生との交流などをとおして，子どもたちにコミュニケーション力を育てていきたいと思ってい

ます。（２年生の二人は，今年の冬からそれぞれイタリア，ドイツに留学するそうです。帰国後も留学先

の様子などを教えに来てくれると嬉しいですね）

「外国語活動」を大学生と一緒に！
―国際教養大学の学生，白岩小訪問―

■



前号の算数の問題に引き続き，４

月に行われた全国学力・学習状況調

査の国語Ｂの問題です。この問題の「一」は，残念なが

ら正答率が県平均に比べて低かった問題です。「４」と

解答してしまった子が多くいました（正答は「１」）。

逆に「二」の問題は県平均よりも３０ポイント近く正

答率が高かった問題です。無回答率が県では約５％，全

国では１２％もありましたが，本校は０％でした。これ

が，正答率が高かった要因の一つだと思います。ここで

も，本校の子どもたちは，「粘り強く」最後まであきら

めずにしっかりと問題に向かっていくことができていた

ことが分かります。前号の算数と同様，問題文が長いで

すね。それをきちんと読み取って問題を解くには，普段

の読書も大切です。子どもたちには，興味のある本をど

んどん読んでほしいと思っています。

今度は国語の問題に挑戦してみませんか
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「
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で
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と
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と
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③
書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
，
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十
字
以
上
，
百
字
以
内
に
ま
と
め

て
書
く
こ
と
。
な
お
，
書
き
出
し
の
言
葉
は
字
数
に
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く
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。

全国学力・学習
状況調査を踏まえ


